
　 これからの時代の働き方として、誰もがその必要性を認識したテレワーク。

障がい者の働き方としても、注目されています。鳥取県では、その障がい者の

テレワークについて、働く側の当事者や支援者向けのセミナーと、雇用する側の

企業向けのセミナーを初めてオンラインで開催します。

両セミナーへの参加も可能です。

希望のセミナーへご参加ください

登壇者

紹　介
厚生労働省や自治体などの障がい者のテレワーク雇用促進事業に携わ

り、障がい者をテレワークで雇用するための業務設計から採用支援、定

着支援までを担当。これまで30社以上の企業で100名を超えるテレワーク

雇用を創出。

2017年、沖縄県で初となる在宅特化型就労移行支援事業所の立ち上

げから携わる。在宅利用の障がい者の支援と、障がい者の在宅雇用に

取り組む沖縄県内の企業開拓を担う。企業への支援としては、障がい者

を在宅雇用するための業務切り出しをはじめ、障がい者理解の研修、マ

ニュアル整備、実習、定着支援までを一貫して担当。

株式会社テレワークマネジメント
　テレワークコンサルタント　倉持 利恵さん

どこでもWork株式会社
　マネージャー　朝比奈 めぐみさん

株式会社沖縄タイムス社
　総務局人事部副部長待遇　海勢頭 利江さん

2000年、沖縄県の新聞社「沖縄タイムス社」に入社。長年、事業部署

に所属し、イベントの企画・運営に携わる。2019年より、現在の人事部

署に異動し、採用や研修などの業務を担当。社内の働き方改革などに

取り組む。

無料オンラインセミナー

10:30 ～ 12:00 障がい者及び就労支援機関向け

13:30 ～ 15:00 企業向け

テレワークが障がい者雇用を変える

パソコン、タブレット、スマートフォンから参加可能です。

参 加

無 料

共　　催 鳥取県、鳥取商工会議所、倉吉商工会議所、米子商工会議所、境港商工会議所、

鳥取県商工会連合会、鳥取県中小企業団体中央会、(一社)鳥取県経営者協会

0857-26-7693TEL：
MAIL：koyouseisaku@pref.tottori.lg.jp

お問合せ 鳥取県商工労働部雇用人材局雇用政策課
FAX：0857-26-8169

令和３年



お 申 込 み 書

0857-26-7693

0857-26-8169

T E L： MAIL： koyouseisaku@pref .tottor i . lg . jp
作成：R3年7月

講 演 概 要

お 申 込 み 方 法

障 が い 者 及 び 就 労 支 援 機 関 向 け 企 業 向 け

申込締切：令和3年10月21日（木）

お 問 合 せ

テレワーク就労について

株式会社テレワークマネジメント　倉持利恵

テレワークという働き方の解説、テレワーク就労に必要なスキル、

企業が求める人材像、事例などを紹介します。

ウェブサイトから メールから

FAXから

サイトよりお申込み

ください。

事業所名 (＊)は必須項目です。

同一企業（団体）内で、複数名にて参加希望の際は、参加者全員分のお申込みをお願いいたします。

(＊)

(＊) (＊)(＊) (＊)お名前 役職 ご連絡先電話番号 ご連絡先メールアドレス

１

下記の「お申込み書」にご記入

の上、FAXしてください。

鳥取県商工労働部雇用人材局雇用政策課 FAX： 0857-26-8169

フリガナ

企業向け障がい者及び就労支援機関向け

企業向け障がい者及び就労支援機関向け

参加セミナー 参加を希望するセミナーに〇をつけてください。

両セミナーへの参加希望の場合は、両方に〇をつけてください。

両セミナーへの参加希望の場合は、両方に〇をつけてください。

２

フリガナ

(＊)

参加セミナー 参加を希望するセミナーに〇をつけてください。(＊)

koyouseisaku@pref.tottori.lg.jp
必要事項：

１.事業所名（個人の方は不要）

２.電話番号

３.メール

４.参加者の氏名（企業の方は役職もお願いします）

1

在宅訓練について

どこでもWork株式会社　朝比奈めぐみ

利用者全員を在宅で訓練している就労移行支援事業所による具

体的な訓練内容の紹介。テレワーク雇用する企業開拓の手法も説

明します。

在宅で訓練中の利用者と、在宅訓練から就労したテレワーカーが、

体験を話します。

2

トークセッション
トークセッション

3

質疑応答＆採用説明会（11月予定）のご案内 4

障がい者のテレワーク雇用について

株式会社テレワークマネジメント　倉持利恵

テレワークを活用した障がい者雇用の企業メリット、よくある企業

の懸念と解決策、企業事例などを紹介します。

1

企業事例（株式会社沖縄タイムス社）

株式会社沖縄タイムス社　海勢頭利江

テレワーク雇用を実践している立場から、業務内容やコミュニケー

ションの方法、採用から定着までを説明します。

テレワーク雇用を実践している企業担当者とテレワーク就労して

いる障がい者、定着を支援している支援機関の三者が、お互いの

連携の仕方などについて話します。

2

3

質疑応答4


